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論文審査の要旨 

 

 アクアポリン（AQP）は細胞質での水輸送に重要な役割を果たす膜タンパク質

であり、唾液腺では腺房細胞で AQP5が管腔膜側へ移動し唾液分泌時の水輸送を

促進している。シェーグレン症候群（SS）では、唾液分泌低下に上皮の破壊に

加えてこの AQP5の分布異常の関与が報告されている。本研究では、SSにおける

小唾液腺のリンパ球浸潤、腺房細胞内 AQP5の分布異常および唾液分泌量との関

連を原発性 SS患者 20例と健常者 10例を対象として、免疫組織学的に検討した

ものである。その結果、原発性 SS 患者の AQP5 の管腔内分布率は、健常対照者

に比較して有意に低下しているのが確認された。一方、小唾液腺におけるリン

パ球浸潤別にみた APQ5管腔側分布率は高度および中等度リンパ球浸潤例間では

差が認められなかった。また、唾液分泌量は、高度および中等度リンパ球浸潤

例で、健常者に比べ有意な低下が認められた。このことから原発性 SS患者にお

ける唾液分泌量低下には腺房内 AQP5の分布異常が関与していること、また AQP5

の細胞質内分布異常は、小唾液腺のリンパ球浸潤が中等度以上の症例に見られ

たことより、原発性 SSの病態と唾液分泌低下の関連に重要な役割を果たしてい

ることを明らかにした。本知見は、APQ5 が原発性 SS に対するより有効な対症

療法の標的となりうることを示しており、博士の学位に値する研究であると考

える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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